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　この会誌が発行される頃には今年も半分以上終わっています。最近、月日が過ぎるのがすごく早く感じ
るようになってきました。
　そこで、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、なぜ年を重ねるごとに時間が経つのが早く感じられ
るのか調べてみました。三つの理由があるようなのです。一つ目は、19 世紀のフランスの哲学者　ポー
ル・ジャネによって考えられた、ジャネーの法則が最も有名なようです。簡単に書くと、生きてきた年数
によって 1年の相対的な長さがどんどん小さくなることによって、時間が早く感じるということです。言
われてみれば、もっともな事です。二つ目は、生活に新鮮味がなくなるからだそうです。子供のころは未
経験な事が多く、毎日のように新しい経験や発見ができますが、年を重ねるとそのような経験ができる機
会が減ってしまうからです。考えてみると、「知らない道を通って目的地に行くのはすごく時間がかかっ
たが、帰りは早かったような気がした」なんて事はありませんか？同じような事なのかもしれません。最
後に、同じことを繰り返す頻度が多くなるからだそうです。例えば仕事に行っては帰っての繰り返しのよ
うに、前述の新鮮味がなくなるのと共通しています。
　相対的な時間を戻す事はできませんが、マンネリ化しないように仕事も委員会も頑張っていこうと思い
ます。皆さんもマンネリ化にはご注意ください。
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